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ま
ち
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行
事
予
定

学
び
の
道
標
べ

今金町長 中 島 光 弘
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
の
皆
様
と
共
に
穏
や
か

で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

午
年
（
う
ま
ど
し
）
は
、
動

物
で
い
え
ば
馬
が
該
当
し
ま
す

が
、
さ
っ
そ
う
と
駆
け
抜
け
る

姿
は
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
行

こ
う
と
い
う
意
気
込
み
を
表

し
、「
馬
は
乗
っ
て
み
よ
、
人

は
添
う
て
み
よ
」
と
い
う
格
言

は
、「
本
当
の
と
こ
ろ
は
付
き

合
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
無
意
識
の
評
価
を

安
易
に
下
す
べ
き
で
な
い
」
と

い
う
こ
と
わ
ざ
で
す
。

　

昨
年
は
、
大
谷
翔
平
選
手
が

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
３
年
連
続

４
度
目
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
き
、
私

た
ち
に
多
く
の
感
動
と
希
望
を

届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
明
る
い
話
題
が
あ
る
中
で
、

世
界
情
勢
は
緊
迫
し
、
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
の
紛
争
の

長
期
化
や
中
東
情
勢
の
悪
化
、

日
中
間
の
政
治
的
緊
張
、
経
済

の
不
安
定
化
な
ど
に
よ
り
、
国

際
社
会
全
体
に
緊
張
感
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
昨
年
の
10
月
、

自
由
民
主
党
の
高
市
早
苗
総
裁

が
第
１
０
４
代
首
相
に
指
名
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
で
女
性
の
首

相
が
誕
生
す
る
の
は
憲
政
史
上

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

高
市
総
理
は
、「
経
済
あ
っ

て
の
財
政
」
を
基
本
と
し
、「
責

任
あ
る
積
極
財
政
」
で
、
国
民

に
景
気
回
復
の
果
実
を
実
感
し

て
い
た
だ
き
、
不
安
を
希
望
に

変
え
る
経
済
対
策
を
掲
げ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
も
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
効
果
的
な
経
済
対
策
と
な
る

よ
う
優
先
度
を
高
め
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
日
本
中
が

ク
マ
対
策
に
追
わ
れ
、
北
海
道

に
お
い
て
も
ヒ
グ
マ
が
国
内
唯

一
生
息
す
る
こ
と
か
ら
、「
ヒ

グ
マ
対
策
室
」
を
道
庁
に
設
置

し
、
市
町
村
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
本
町
の
昨
年
の
ヒ
グ

マ
捕
獲
数
は
、
管
内
的
に
は
少

な
い
26
頭（
前
年
13
頭
）と
な
っ

て
お
り
、
有
事
の
場
合
は
速
や

か
に
町
長
を
本
部
長
と
す
る
対

策
本
部
を
設
置
し
、
住
民
や
ハ

ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
「
人
命
第

一
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
ど
う

築
く
か
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
の
総
面
積
の
８

割
を
占
め
る
森
林
の
多
面
的
な

機
能
の
有
効
活
用
に
向
け
た
６

次
産
業
化
を
め
ざ
し
、
森
林
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
能
力
や

可
能
性
）
を
発
揮
さ
せ
雇
用
を

創
出
し
、
も
の
づ
く
り
を
起
点

と
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ

く
り
に
着
想
し
、商
工
業
振
興
、

観
光
振
興
、
教
育
振
興
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
人
材
や
道

派
遣
職
員
の
配
置
も
含
め
、
人

材
確
保
に
つ
い
て
具
体
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
５
年
間
の
町
の

道
し
る
べ
と
な
る
「
第
6
次
今

金
町
総
合
計
画
後
期
計
画
（
令

和
８
年
～
12
年
度
）」が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
か
ら
、
町
民
お
一

人
お
ひ
と
り
が
自
ら
夢
と
希
望

を
持
ち
、
生
き
が
い
に
満
ち
た

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
町

を
目
指
し
、
各
施
策
の
推
進
に

職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
私
の
基
本
理
念
で
あ

り
ま
す
「
住
民
の
皆
さ
ん
は
大

切
な
家
族
、
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
行
政
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆

様
に
と
っ
て
、
ご
家
族
と
も
ど

も
ご
健
勝
で
、
幸
多
き
１
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹賀新年謹賀新年

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
日
頃
よ
り
今
金
町
議
会

に
対
し
、
多
大
な
る
ご
理
解
と

温
か
い
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
能
登
半
島

地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が
続

く
中
、
国
内
で
は
大
阪
・
関
西

万
博
が
開
催
さ
れ
、
明
る
い
話

題
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
物

価
高
騰
に
よ
る
影
響
や
、
今
金

町
に
お
い
て
も
「
第
6
次
今
金

町
総
合
計
画
」
前
期
基
本
計
画

の
最
終
年
度
と
し
て
様
々
な
課

題
に
直
面
し
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
議
会
と
し
ま
し

て
も
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
活
発
な
議
論

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
の
根
幹
は
、
町
民

の
皆
様
が
主
役
で
あ
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
議
会
、
行
政
、
そ

し
て
町
民
の
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
を
尊
重
し
、
対
等
か

つ
良
好
な
協
力
関
係
を
築
く
こ

と
が
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
は
不
可
欠
で
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
今
金
町
議

会
百
二
十
周
年
の
年
と
な
り
ま

す
。
百
二
十
年
と
い
う
長
き
に

わ
た
る
歴
史
を
振
り
返
り
、
先

人
た
ち
の
歩
み
に
深
く
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
次
の
世
代
へ
誇

れ
る
議
会
を
築
く
節
目
と
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

議
会
は
、
町
民
と
の
信
頼
関
係

を
よ
り
一
層
深
め
、
未
来
に
向

け
た
議
会
の
あ
り
方
を
示
す
事

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
町
民
の

皆
様
の
多
様
な
ご
意
見
・
ご
要

望
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
ま
い

り
ま
す
。
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
会
と
し
て
、
町
の
更

な
る
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
水
質
が
最
も
良

好
な
河
川
」
に
選
出
さ
れ
た
後

志
利
別
川
の
恵
み
や
、
豊
か
な

大
地
と
い
っ
た
今
金
の
財
産
を

未
来
の
世
代
に
継
承
す
る
た

め
、
議
会
一
丸
と
な
っ
て
、
よ

り
一
層
、
公
正
で
信
頼
さ
れ
る

議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
今
金
町
に

と
っ
て
輝
か
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
そ
し
て
町
民
の
皆

様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

副
議
長　
　
　
　

日
置　

紳
一

議　

員
（
議
席
順
）
苅
屋　

泰
裕

　
　
　

同　
　
　

岸　
　

雅
子

　
　
　

同　
　
　

矢
内　

義
則

　
　
　

同　
　
　

上
村　
　

忠

　
　
　

同　
　
　

内
ヶ
島
祐
一

　
　
　

同　
　
　

岸　
　

徹
也

　
　
　

同　
　
　

村
上　

忠
弘

　
　
　

同　
　
　

川
上　

絹
子

　
　
　

同　
　
　

向
井　

孝
一

　
　
　

同　
　
　

村
瀬　
　

廣

事
務
局
長　
　
　

鈴
木　

正
之

芳 賀 芳 夫今金町議会議長

新春を迎えて新春を迎えて

副

町

長

森　
　

朋
彦

総
務
財
政
課
長

山
田　
　

薫

税
務
住
民
課
長

岸　
　

貴
之

会

計

室

長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

田
中　
　

崇

く
ら
し
安
心
課
長

宮
崎　

吉
広

保
健
福
祉
課
長

住
吉　
　

淳

農
林
振
興
課
長

白
山　
　

晋

国
営
農
地
再
編
推
進
室
長

公
営
施
設
課
長

杉
山　

輝
希

《
国
保
病
院
》

院

長

川
岸　

直
樹

副

院

長

長
嶋　

光
樹

事

務

長

山
田　

哲
也

看

護

師

長

熊
谷　

厚
志

《
介
護
老
人
保
健
施
設
》

所

長

楯　
　

秀
貞

事

務

長

立
島　
　

剛

看

護

師

長

長
崎
智
奈
美

《
教
育
委
員
会
》

教

育

長

中
山　

秀
悦

職

務

代

理

者

小
野
嘉
代
子

委

員

永
井　
　

章

同

村
瀬　

一
人

同

水
戸
部
明
子

事

務

局

長

兼

給
食
セ
ン
タ
ー
長

早
坂　
　

靖

《
農
業
委
員
会
》

会

長

末
藤　

春
義

会
長
職
務
代
理

村
本　

智
之

委
員
（
議
席
順
）

宮
本　

博
光

同

讃
岐　

幹
夫

同

天
沼　

彰
範

同

仁
木　
　

明

同

伊
藤　

正
行

同

蛯
名
か
ず
江

同

竹
内　

章
郎

同

樋
口　

洋
一

同

村
上　

隆
文

同

夕
下　

富
男

同

伊
藤　

幸
作

同

中
野　

公
郎

同

中
谷　

香
織

事

務

局

長

髙
橋　

秀
実

《
選
挙
管
理
委
員
会
》

委

員

長

北
見　

伸
夫

職

務

代

理

船
木　
　

実

同

土
橋　

直
美

同

成
田
美
智
代

《
監
査
委
員
》

代
表
監
査
委
員

中
谷　

香
織

《
檜
山
広
域
行
政
組
合
今
金
町
消
防
団
》

団

長

山
田　
　

悟

副

団

長

川
原　

雅
之

第

一

分

団

長

中
村　

和
正

第

二

分

団

長

藤
倉　

正
明

《
檜
山
広
域
行
政
組
合
今
金
消
防
署
》

署

長

小
野　

尚
孝

ほ
か
職
員
一
同

新年のご挨拶


